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(57)【要約】
【課題】高い防湿性を有すると共に、硬さが十分で凹み
にくいので耐傷つき性が良好であり、温水に浸漬しても
剥離しにくく、耐油性に優れる防湿化粧シートを提供す
る。
【解決手段】原紙と、該原紙上に積層される防湿コート
層と、該防湿コート層上に積層される印刷層と、該印刷
層上に積層される表面保護層とを有することを特徴とす
る防湿化粧シートである。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原紙と、該原紙上に積層される防湿コート層と、該防湿コート層上に積層される印刷層
と、該印刷層上に積層される表面保護層とを有することを特徴とする防湿化粧シート。
【請求項２】
　表面保護層が、電離放射線硬化性樹脂組成物又は熱硬化性樹脂組成物の架橋硬化したも
のである請求項１に記載の防湿化粧シート。
【請求項３】
　防湿コート層が、合成ゴムラテックスを含む防湿剤を塗布してなる請求項１又は２に記
載の防湿化粧シート。
【請求項４】
　防湿コート層が、マイカを含んでなる請求項１～３のいずれかに記載の防湿化粧シート
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ドア、窓枠等の建材・家具分野等で使用される化粧板等に好適な防湿化粧シ
ートに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ドア、窓枠、台所製品のキャビネット等の建材・家具等の表面化粧板分野において、基
材の反り及び膨潤を防ぐために防湿化粧シートが用いられている。
　この防湿化粧シートにおいては、通常、ラミネーション等によりポリエチレン等の熱可
塑性樹脂フィルムを２つの原紙の間に挟み込んだ積層体原紙（以下、「積層体原紙」とい
う。）が用いられている。例えば、特許文献１では、Ｔダイ押出機で加熱溶融したポリエ
チレン等の熱可塑性樹脂をゴムロールとチルロールでニップされたロール間に押し出して
ゴムロール側から供給される紙間強化紙とチルロール側から供給される紙間強化紙とをサ
ンドラミネーションして紙間強化紙、熱可塑性樹脂層、紙間強化紙が順に積層された積層
体原紙が提案されている。
【０００３】
　また、特許文献２においては、熱可塑性樹脂を含浸した二酸化チタンを内添する坪量４
０～１００ｇ／ｍ2 の原紙の、木質基材塗布面に、ワックス系防湿剤をコートした化粧シ
ート用原紙が提案されている。
【０００４】
【特許文献１】特開２００１－１７１０６３号公報
【特許文献２】特開２００４－１２４２６８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、積層体原紙は防湿性という点では良好であるものの、積層体原紙自身が
単層の一般原紙と比較して厚みがあり、硬さが不足していることから凹み易いという問題
点があった。また、特許文献２の化粧シート用原紙は、木質基材塗布面にワックス系防湿
剤をコートするので、木質用接着剤と防湿剤との密着性が悪く、木質基材－防湿剤層間で
剥離が発生し易いという問題点や、積層体原紙と比較すると防湿性能が劣り、なおかつ耐
油性能が悪いという問題点があった。
　本発明は、このような状況下で、高い防湿性を有すると共に、硬さが十分で凹みにくく
、且つ木質基材との密着性や耐油性に優れる防湿化粧シートを提供することを課題とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
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　本発明者らは、前記課題を達成するために鋭意研究を重ねた結果、原紙、防湿コート層
、印刷層及び表面保護層の配置を工夫することにより、前記課題を解決し得ることを見出
した。本発明は、かかる知見に基づいて完成したものである。
【０００７】
　すなわち、本発明は、
１．原紙と、該原紙上に積層される防湿コート層と、該防湿コート層上に積層される印刷
層と、該印刷層上に積層される表面保護層とを有することを特徴とする防湿化粧シート、
２．表面保護層が、電離放射線硬化性樹脂組成物又は熱硬化性樹脂組成物の架橋硬化した
ものである上記１に記載の防湿化粧シート、
３．防湿コート層が、合成ゴムラテックスを含む防湿剤を塗布してなる上記１又は２に記
載の防湿化粧シート、及び
４．防湿コート層が、マイカを含んでなる上記１～３のいずれかに記載の防湿化粧シート
を提供するものである。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、高い防湿性を有すると共に硬さが十分で凹みにくく、且つ木質基材と
の密着性や耐油性に優れる防湿化粧シートを提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　本発明の防湿化粧シートの典型的な構造を、図１を用いて説明する。図１は本発明の防
湿化粧シート１の断面を示す模式図である。図１に示す例では、本発明の防湿化粧シート
１は、原紙２と、原紙２上に積層される防湿コート層３と、防湿コート層３上に積層され
る印刷層４と、印刷層４上に積層される表面保護層５とを有することを特徴とする。原紙
２、防湿コート層３、印刷層４及び表面保護層５がこの順序で配設されることにより、防
湿化粧シート１は木質基材との密着性や、防湿性及び耐油性に優れることとなる。
　印刷層４は、防湿コート層３と表面保護層５との接着を高めるプライマー層としての役
割を兼ね備えることが好ましい。
【００１０】
［原紙］
　本発明で使用する原紙は、例えば、薄葉紙、クラフト紙、一般紙、上質紙、リンター紙
、バライタ紙、硫酸紙、和紙等が挙げられる。さらには、これらの紙中に、アクリル樹脂
、酢酸ビニル樹脂、メラミン樹脂、ウレタン樹脂等の樹脂やスチレンブタジエンゴム（Ｓ
ＢＲ）、アクリロニトリルブタジエンゴム（ＮＢＲ）、メチルメタクリレートブタジエン
ゴム(ＭＢＲ)等の合成ゴムラテックスを添加（抄造後樹脂含浸、又は抄造時に内填）した
樹脂含浸紙でも良く、具体的には、隠蔽性に優れる二酸化チタン（チタン白）入り一般紙
、紙間強化紙、含浸紙等が挙げられる。なお、二酸化チタンは、通常、原紙成分の５～２
０質量％添加される。５質量％未満であると遮蔽性に劣り、また２０質量％を超えて用い
ると抄造原紙の機械的特性が劣る場合があるので好ましくない。原紙には、通常、他の顔
料や、紙力剤等の薬品を添加することができる。
【００１１】
　また、樹脂含浸紙において、熱可塑性樹脂は、通常、原紙に対して１０～３０質量％程
度含浸される。含浸量が１０質量％よりも少ない場合は抄造原紙に十分な層間強度が得ら
れず、一方、含浸量が３０質量％を超えると印刷適性が悪くなり好ましくない。含浸方法
は任意であるが、サイズプレス方式、スクイズ方式等が例示される。原紙は、含浸・乾燥
後、印刷適性を向上させるため、カレンダー処理することが望ましい。
　本発明で用いられる原紙は、坪量が１０～１００ｇ／ｍ2 である。その範囲未満である
と充分な遮蔽ができず、それを超えるとコストアップになる。これらの観点から、より好
ましい坪量は２０～８０ｇ／ｍ2 である。
【００１２】
［防湿コート層］
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　本発明の防湿化粧シート１の防湿コート層３に使用される防湿剤としては、合成ゴムラ
テックス、合成樹脂系エマルジョン等が挙げられ、合成ゴムラテックス単独又は合成ゴム
ラテックスと合成樹脂系エマルジョンとの併用が好ましい。
　合成ゴムラテックスとしては、スチレン－ブタジエン系共重合体ラテックス（ＳＢＲラ
テックス）、アクリロニトリルブタジエン系ラテックス（ＮＢＲラテックス）、メチルメ
タクリレート－ブタジエン系ラテックス(ＭＢＲラテックス)、アクリロニトリル－ブタジ
エン共重合体ラテックス（ＮＢＲ系エマルジョン）、クロロプレンラテックス（ＣＲ系エ
マルジョン）等が好ましく、スチレン－ブタジエン系共重合体ラテックスが特に好ましい
。このスチレン－ブタジエン系共重合体ラテックスは、スチレン、α－メチルスチレン、
ビニルトルエン、ｐ－ｔ－ブチルスチレン、クロロスチレン等の芳香族ビニル化合物とブ
タジエン、１，３－ブタジエン、イソプレン、２，３ジメチル－１，３－ブタジエン、１
，３－ペンタジエン等の共役ジエン化合物及びこれらと共重合可能なその他の化合物から
なる単量体を乳化重合することによって得られる共重合体ラテックスである。芳香族ビニ
ル化合物としてはスチレン、また、共役ジエン化合物としては１，３－ブタジエンが好ま
しい。
【００１３】
　上記のスチレン－ブタジエン系共重合体ラテックスにおいて、共重合可能なその他の化
合物としては、アクリル酸、メタクリル酸、クロトン酸等の不飽和カルボン酸；フマル酸
、マレイン酸、イタコン酸、ブテントリカルボン酸等の不飽和多価カルボン酸；マレイン
酸モノエチル、イタコン酸モノメチル等のエチレン性不飽和多価カルボン酸の部分エステ
ル化物；（メタ）アクリル酸メチル、（メタ）アクリル酸エチル、（メタ）アクリル酸プ
ロピル、（メタ）アクリル酸ｎ－アミル、（メタ）アクリル酸イソアミル、（メタ）アク
リル酸ｎ－ヘキシル、（メタ）アクリル酸２－エチルヘキシル、（メタ）アクリル酸ｎ－
オクチル、（メタ）アクリル酸２－ヒドロキシプロピル等の（メタ）アクリル酸エステル
；（メタ）アクリロニトリル等のシアノ基含有エチレン性不飽和化合物；（メタ）アクリ
ル酸グリシジル等のエチレン性不飽和酸のグリシジルエーテル；アリルグリシジルエーテ
ル等の不飽和アルコールのグリシジルエーテル；（メタ）アクリルアミド、Ｎ－メチロー
ル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ブトキシメチル（メタ）アクリルアミド等の（メタ）ア
クリルアミド系化合物等が用いられる。上記化合物は一種類以上用いることができる。こ
れらの中でも活性水素を有する不飽和カルボン酸、不飽和多価カルボン酸、（メタ）アク
リルアミド系化合物が好ましい。
【００１４】
　単量体の各構成成分の組成比は適宜選択されるが、通常、芳香族ビニル化合物２５～７
５質量部、好ましくは３０～７０質量部、共役ジエン化合物２０～６０質量部、好ましく
は２５～５０質量部、共重合可能なその他の化合物０～５０質量部である。スチレン－ブ
タジエン系共重合体ラテックスに含まれるアルカリ金属イオン（ナトリウムイオン、カリ
ウムイオン等）はスチレン－ブタジエン系共重合体ラテックス固形分に対して０.０３～
１質量％であることが好ましく、より好ましくは０.０５～０.５質量％である。アルカリ
金属イオンの量が０.０３質量％より少ないとラテックスとして安定性が悪く、１質量％
を超えると防湿性が悪くなる。
【００１５】
　スチレン－ブタジエン系共重合体ラテックスに含まれるアンモニウムイオンは、スチレ
ン－ブタジエン系共重合体ラテックス固形分に対して０.１～２質量％であることが好ま
しく、より好ましくは０.２～１質量％である。アンモニウムイオンの量が０.１質量％よ
り少ないと超高湿度条件における防湿性が悪くなり、２質量％を超えると効果が頭打ちに
なる。スチレン－ブタジエン系共重合体のゲル分率（溶媒としてテトラヒドロフランを用
いたときの不溶部分の質量％）は８０質量％～９９質量％が好ましく、より好ましくは９
０質量％～９９質量％である。ゲル分率が８０質量％より小さいと、得られる防湿紙の離
解性が悪くなったりブロッキング（防湿面と他の面が熱や圧力により融着する現象）が起
きやすくなる。ゲル分率を上げるために、アルキルメルカプタンや四塩化炭素のような連
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鎖移動剤（分子量調整剤）の使用量を減らしたり、ジビニルベンゼンのようなモノマーを
共重合させたりする。スチレン－ブタジエン系共重合体のガラス転移温度（Ｔｇ）は－１
０℃～４０℃、より好ましくは０℃～３５℃である。Ｔｇが－１５℃より小さいと、離解
性が悪くなったりブロッキングが起きやすくなる。また、Ｔｇが４５℃を超えると防湿性
が悪くなる。
【００１６】
　上述の合成ゴムラテックスと併用されるか又は単独で用いられる合成樹脂系エマルジョ
ンとしては、アクリル樹脂、オレフィン系樹脂、ポリエステル樹脂、塩化ビニリデン樹脂
、塩化ビニル樹脂、フッ素樹脂アクリル樹脂、酢酸ビニル樹脂、メラミン樹脂、ウレタン
樹脂等の樹脂を含有する合成樹脂系エマルジョンが好ましく、より具体的には、ポリ（メ
タ）アクリル酸エステル系エマルジョン、スチレン－（メタ）アクリル酸エステル共重合
体系エマルジョン、スチレン－（メタ）アクリル酸エステル－酢酸ビニル共重合体系エマ
ルジョン、ポリ酢酸ビニル系エマルジョン、エチレン－酢酸ビニル共重合体系エマルジョ
ン、ポリ塩化ビニル系樹脂エマルジョン、ポリ塩化ビニリデン系樹脂エマルジョン、その
他等のビニル樹脂系エマルジョンを使用することができる。
　また、合成樹脂系エマルジョンとしては、ビニル系樹脂を、例えば、（メタ）アクリル
酸、イタコン酸、マレイン酸、無水マレイン酸、フマ－ル酸、その他等の不飽和カルボン
酸によって変性したエマルジョンを使用することができる。
　なお、上記のような合成樹脂系エマルジョンにおいて、それを形成するポリマ－として
は、防湿性、耐ブロッキング性、耐機械的損傷性、折り曲げ性、易離解性、その他等の作
用効果を奏するために、ガラス転移点が、－２０℃～５０℃位の範囲のものを使用するこ
とが好ましい。
【００１７】
　スチレン－ブタジエン系共重合体ラテックスには種々の市販品があり、それらを使用す
ることができる。具体的には、例えば、スチレン－ブタジエン共重合体ラテックス（ガン
ツ化成製、商標「ウルトラゾールＢＤＡ－４００」）、カルボキシル変性スチレン－ブタ
ジエン共重合体ラテックス（ＪＳＲ株式会社製、商標「ＸＳＢＲラテックス０６９５」）
等が挙げられる。
　また、合成樹脂系エマルジョンとして、スチレン－（メタ）アクリル酸エステル共重合
体系エマルジョン（新中村化学株式会社製、商標「ＨＴ－９０００－２Ｋ２」）、ポリ塩
化ビニリデン系エマルジョン（東亜合成株式会社製、商標「アロンＤ－３０７１」）等が
挙げられる。
【００１８】
　本発明における防湿コート層は、マイカを含有することが、防湿性向上のため好ましい
。
　マイカとしては、白雲母（マスコバイト）、絹雲母（セリサイト）、金雲母（フロコパ
イト）、黒雲母（バイオタイト）、フッ素金雲母（人造雲母）、紅マイカ、ソーダマイカ
、バナジンマイカ、イライト、チンマイカ、パラゴナイト、ブリトル雲母等が挙げられる
。
　これらのマイカの内、白雲母又は絹雲母が粒子径の大きさ、アスペクト比等の点から好
適である。本発明では平板性が保持されている顔料であればよいが、より好ましい平均粒
子径（レーザー回折法による測定値）範囲としては１μｍ～１００μｍ、更に好ましい平
均粒子径範囲としては５μｍ～５０μｍ である。平均粒子径が５μｍ 以下のものは塗工
層中での平板状顔料の配向が支持体に対して平行になりにくく、５０μｍ 以上になると
平板状顔料の一部が塗工層から突き出たり、平板状顔料の厚みが数μｍ程度となるに伴い
、配向した平板状顔料の塗工層中における層数が少なくなってしまうために防湿性能向上
効果が減少する。また、好ましいアスペクト比（前記平均粒子径を厚さで除した値である
。厚さはＳＥＭ又はＴＥＭの電子顕微鏡の観察により測定した。）は５以上であり、特に
好ましくはアスペクト比が１０以上の平板状顔料である。アスペクト比が５以下のものは
塗工面に対して平行に配向できなくなるため防湿性能が劣る。アスペクト比は上限がなく
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、大きいほど平板状顔料の塗工層中における層数が大きくなるため高い防湿性能を発揮す
る。但し、工業的には、通常、アスペクト比が３００以下のものが用いられる。
【００１９】
　本発明に係る防湿コート層に用いられる防湿剤において、マイカと、スチレン－ブタジ
エン系共重合体ラテックス等の合成ゴムラテックス及び／又は合成樹脂系エマルジョンと
の配合比率（固形分質量比）は、好ましくは１：９９～３０：７０であり、より好ましく
は３：９７～２５：７５である。
【００２０】
　本発明に係る防湿剤に所望により用いられる活性水素反応性化合物は、合成ゴムラテッ
クス及び／又は合成樹脂系エマルジョンに含まれるカルボキシ基、アミド基、ヒドロキシ
基等の活性水素官能基と反応して合成ゴムラテックス及び／又は合成樹脂系エマルジョン
を架橋、高分子化（三次元網目構造）するものである。こうした活性水素反応性化合物と
しては（１）メチロール基を有し、上記親水性官能基と脱水縮合反応を起こすもの（メラ
ミン－ホルムアルデヒド樹脂、尿素－ホルムアルデヒド樹脂等）；（２）アルデヒド基を
有し、上記親水性官能基と付加反応を起こすもの（グリオキザール等）；（３）エポキシ
基を有し、上記親水性官能基と開環付加反応を起こすもの（ポリグリシジルエーテル等）
；（４）多価金属を有し上記親水性官能基と配位結合及び共有結合を形成するもの（炭酸
ジルコニウム等）；（５）水溶液中でカチオン性を示しアニオン性官能基とイオン結合を
形成するもの（ポリアミン化合物、ポリアミドアミン樹脂やポリアミドエピクロロ樹脂等
のカチオン性樹脂）等がある。活性水素反応性化合物の配合量（固形分）は合成ゴムラテ
ックス及び／又は合成樹脂系エマルジョン１００質量部（固形分）に対して０.０１～１
０質量部、好ましくは０.１～５質量部が望ましい。活性水素反応性化合物の配合量が０.
０１質量部未満の場合、活性水素反応性化合物と活性水素官能基との反応性が著しく低下
するため好ましくなく、１０質量部を超えても透湿度向上や耐ブロッキングに対する効果
が頭打ちとなったり、未反応の活性水素反応性化合物が析出する等の問題が発生するため
好ましくない。
【００２１】
　本発明に係る防湿剤に所望により用いられるカップリング剤としては、親水基部分にＳ
ｉを含むシランカップリング剤、親水基部分にＴｉを含むチタネートカップリング剤、親
水基部分にＡｌを含むアルミニウムカップリング剤等が挙げられる。カップリング剤の構
造は、マイカのような無機化合物と相互作用する親水基と、樹脂のような有機化合物と相
互作用する疎水基に大別され、特にその親水基部分はＴｉ、Ａｌ等の金属元素やＳｉに結
合したアルコキシ基を加水分解して得られる。
【００２２】
　また、上記カップリング剤の疎水基部分については、疎水基部分が有機オリゴマーであ
る場合、無機化合物表面に高分子有機質の被膜を形成し、表面を完全に疎水化して樹脂マ
トリックスとの接着性を高める効果がある。また、疎水基部分がエポキシ基、ビニル基、
アミノ基等の反応性有機官能基を有する場合、その官能基と樹脂マトリックスの反応性官
能基とが架橋し、より一層樹脂マトリックスとの接着性が高まる。該カップリング剤には
、γ－グリシドキシプロピルトリメトキシシラン、γ－（２－アミノエチル）アミノプロ
ピルトリメトキシシラン、γ－（２－アミノエチル）アミノプロピルメチルジメトキシシ
ラン、γ－メタクリロキシプロピルトリメトキシシラン、メチルトリエトキシシラン、γ
－メルカプトプロピルトリメトキシシラン、ビニルアセトキシシラン、γ－クロロプロピ
ルトリメトキシシラン、γ－アニリノプロピルトリメトキシシラン、イソプロピルトリ（
Ｎ－アミノエチルアミノエチル）チタネート等が挙げられる。
【００２３】
　こうしたカップリング剤により、マイカをインテグラルブレンド法や前処理法等で表面
処理して使用する。インテグラルブレンド法はマイカと合成ゴムラテックス及び／又は合
成樹脂ラテックスを含む塗料にカップリング剤を直接添加する方法である。また、前処理
法はあらかじめマイカ表面をカップリング剤で処理する方法である。カップリング剤の添
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加量はマイカ１００質量部に対して０．１～５質量部、好ましくは０.５～２質量部であ
る。添加量が０.１質量部未満の場合、カップリング剤によるマイカ表面の被覆が不十分
となるため好ましくなく、５質量部を超える場合、カップリング剤の効果が頭打ちとなる
ため不経済である。
【００２４】
　本発明に係る防湿剤は、以上の材料を混合して水性防湿性塗料として調製することが好
ましい。このとき必要に応じ、ポリカルボン酸等の分散剤、消泡剤、界面活性剤、色合い
調成剤を添加したりすることができる。
　本発明において、防湿剤をコートする方法は、エアーナイフ塗工、グラビア塗工、ブレ
ード塗工、バー塗工等の方法が使用できる。防湿剤の乾燥時の塗布量は３～２０ｇ／ｍ2 
が望ましい。３ｇ／ｍ2 未満であると防湿性能が得られず反りが発生し、一方、２０ｇ／
ｍ2 を超えて用いても防湿性能を更に向上することはできずコスト的に不利となる。
【００２５】
　防湿剤を塗工後、乾燥工程において、防湿コート層３にマイクロクラックが発生し、こ
のマイクロクラックによって防湿性が低下する場合がある。また、防湿コート層３を原紙
２の裏面側（木質基材等の被着体を接着する側）に設けると、防湿層と基材（被着体）と
の密着が悪く剥離してしまうことがある。
　一方、本願発明においては、たとえ、防湿コート層３上にマイクロクラックが発生した
場合であっても、その防湿コート層３上に、印刷層４を設けることで、マイクロクラック
を埋めることができるため、防湿性が向上する。更に、防湿コート層３自身が耐油性を持
つので、原紙２と印刷層４との間に防湿コート層３を設けることにより耐油性が向上する
こととなる。
【００２６】
［印刷層］
　印刷層４は、着色インキ層又は透明インキ層であり、防湿コート層３と表面保護層５と
を接着するプライマー層としての機能を併せ持つことが好ましい。着色インキ層は、全面
ベタ層（隠蔽層として機能しても良い。）であり、防湿化粧シート１の表面に意図した色
彩を与えることができる。一方、透明インキ層は、無着色又は着色の透明色で形成し、下
地が持っている色彩や模様を活かすことができる。
　また、本発明の防湿化粧シート１の印刷層４を用いた層構成としては、例えば、
（１）原紙／防湿コート層／着色インキ層／表面保護層
（２）原紙／防湿コート層／透明インキ層／表面保護層
（３）原紙／防湿コート層／透明インキ層／着色インキ層／表面保護層
（４）原紙／防湿コート層／着色インキ層／透明インキ層／表面保護層
等が挙げられ、着色インキ層又は透明インキ層上に、所望により更に絵柄インキ層を積層
しても良い。
【００２７】
　印刷層４が着色インキ層である場合に用いられる着色インキとしては、バインダーに顔
料、染料等の着色剤、体質顔料、溶剤、安定剤、可塑剤、触媒、硬化剤等を適宜混合した
ものが使用される。該バインダーとしては特に制限はなく、例えば、ポリウレタン系樹脂
、塩化ビニル／酢酸ビニル系共重合体樹脂、塩化ビニル／酢酸ビニル／アクリル系共重合
体樹脂、塩素化ポリプロピレン系樹脂、アクリル系樹脂、ポリエステル系樹脂、ポリアミ
ド系樹脂、ブチラール系樹脂、ポリスチレン系樹脂、ニトロセルロース系樹脂、酢酸セル
ロース系樹脂、硝化綿等の中から任意のものが、１種単独で又は２種以上を混合して用い
られる。
　着色剤としては、カーボンブラック（墨）、鉄黒、チタン白、アンチモン白、黄鉛、チ
タン黄、弁柄、カドミウム赤、群青、コバルトブルー等の無機顔料、キナクリドンレッド
、イソインドリノンイエロー、フタロシアニンブルー等の有機顔料又は染料、アルミニウ
ム、真鍮等の鱗片状箔片からなる金属顔料、二酸化チタン被覆雲母、塩基性炭酸鉛等の鱗
片状箔片からなる真珠光沢（パール）顔料等が用いられる。
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　透明インキ層に用いる透明インキとしては、着色インキと同様な上述のバインダーが用
いられる。
　この印刷層４は厚さ１～２０μｍ程度の、いわゆるベタ印刷層が好適に用いられる。
【００２８】
［表面保護層］
　次に、表面保護層５は上述のように電離放射線硬化性樹脂組成物又は熱硬化性樹脂組成
物が架橋硬化したもので構成されることが好ましく、表面性能を向上させるためには電離
放射線硬化性樹脂組成物が架橋硬化したもので構成されることが特に好ましい。ここで、
電離放射線硬化性樹脂組成物とは、紫外線や電子線等の電離放射線を照射することにより
、架橋、硬化する樹脂組成物を指す。本発明において、表面保護層５を好適に構成する電
離放射線硬化性樹脂組成物は、電離放射線硬化性樹脂として重合性モノマー及び／又は重
合性オリゴマーを含有することが好ましい。ここで、重合性オリゴマーは、重合性プレポ
リマーをも含むものとする。
【００２９】
　上述の重合性モノマーとして、分子中にラジカル重合性不飽和基を持つ（メタ）アクリ
レート系モノマーが好適であり、中でも多官能性（メタ）アクリレートが好ましい。なお
、ここで「（メタ）アクリレート」とは「アクリレート又はメタクリレート」を意味する
。多官能性（メタ）アクリレートとしては、分子内にエチレン性不飽和結合を２個以上有
する（メタ）アクリレートであればよく、特に制限はない。
　多官能性（メタ）アクリレート系モノマーとしては、２～６官能の（メタ）アクリレー
ト系モノマーが好ましく、３～６官能の（メタ）アクリレート系モノマーが特に好ましい
。このような樹脂を用いることで、表面保護層として良好な保存安定性が得られると共に
、表面保護層を形成するための樹脂を塗工した際の表面の状態を均一で平滑なものとする
ことができる。本発明においては、電離放射線硬化性樹脂組成物として電子線硬化性樹脂
組成物を用いることが好ましい。電子線硬化性樹脂組成物は無溶剤化が可能であって、環
境や健康の観点からより好ましく、また光重合開始剤を必要とせず、安定な硬化特性が得
られるからである。
【００３０】
　上述の多官能性（メタ）アクリレートとして具体的には、エチレングリコールジ（メタ
）アクリレート、プロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、１，４－ブタンジオー
ルジ（メタ）アクリレート、１，６－ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、ネオペ
ンチルグリコールジ（メタ）アクリレート、ポリエチレングリコールジ（メタ）アクリレ
ート、ヒドロキシピバリン酸ネオペンチルグリコールジ（メタ）アクリレート、ジシクロ
ペンタニルジ（メタ）アクリレート、カプロラクトン変性ジシクロペンテニルジ（メタ）
アクリレート、エチレンオキシド変性リン酸ジ（メタ）アクリレート、アリル化シクロヘ
キシルジ（メタ）アクリレート、イソシアヌレートジ（メタ）アクリレート、トリメチロ
ールプロパントリ（メタ）アクリレート、エチレンオキシド変性トリメチロールプロパン
トリ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレート、プロピ
オン酸変性ジペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールト
リ（メタ）アクリレート、プロピレンオキシド変性トリメチロールプロパントリ（メタ）
アクリレート、トリス（アクリロキシエチル）イソシアヌレート、ペンタエリスリトール
テトラアクリレート、ジトリメチロールプロパンテトラアクリレート、プロピオン酸変性
ジペンタエリスリトールペンタ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（
メタ）アクリレート、エチレンオキシド変性ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アク
リレート、カプロラクトン変性ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート等が
挙げられる。これらの多官能性（メタ）アクリレートは１種を単独で用いてもよいし、２
種以上を組み合わせて用いてもよい。
【００３１】
　本発明に係る表面保護層５に好適な電離放射線硬化性樹脂組成物には、上述の重合性モ
ノマーに代えて、又は重合性モノマーに加えて、重合性オリゴマーを含有しても良い。
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　この重合性オリゴマーとしては、分子中にラジカル重合性不飽和基を持つオリゴマー、
例えばエポキシ（メタ）アクリレート系、ウレタン（メタ）アクリレート系、ポリエステ
ル（メタ）アクリレート系、ポリエーテル（メタ）アクリレート系等が挙げられる。重量
平均分子量としては、通常２５０～１００，０００程度のものが用いられる。
【００３２】
　ここで、エポキシ（メタ）アクリレート系オリゴマーは、例えば、比較的低分子量のビ
スフェノール型エポキシ樹脂やノボラック型エポキシ樹脂のオキシラン環に、（メタ）ア
クリル酸を反応しエステル化することにより得ることができる。また、このエポキシ（メ
タ）アクリレート系オリゴマーを部分的に二塩基性カルボン酸無水物で変性したカルボキ
シル変性型のエポキシ（メタ）アクリレートオリゴマーも用いることができる。ウレタン
（メタ）アクリレート系オリゴマーは、例えば、ポリエーテルポリオールやポリエステル
ポリオールとポリイソシアネートの反応によって得られるポリウレタンオリゴマーを、（
メタ）アクリル酸でエステル化することにより得ることができる。ポリエステル（メタ）
アクリレート系オリゴマーとしては、例えば多価カルボン酸と多価アルコールの縮合によ
って得られる両末端にヒドロキシ基を有するポリエステルオリゴマーのヒドロキシ基を（
メタ）アクリル酸でエステル化することにより、あるいは、多価カルボン酸にアルキレン
オキシドを付加して得られるオリゴマーの末端のヒドロキシ基を（メタ）アクリル酸でエ
ステル化することにより得ることができる。ポリエーテル（メタ）アクリレート系オリゴ
マーは、ポリエーテルポリオールのヒドロキシ基を（メタ）アクリル酸でエステル化する
ことにより得ることができる。
【００３３】
　更に、重合性オリゴマーとしては、他にポリブタジエンオリゴマーの側鎖に（メタ）ア
クリレート基をもつ疎水性の高いポリブタジエン（メタ）アクリレート系オリゴマー、主
鎖にポリシロキサン結合をもつシリコーン（メタ）アクリレート系オリゴマー、小さな分
子内に多くの反応性基をもつアミノプラスト樹脂を変性したアミノプラスト樹脂（メタ）
アクリレート系オリゴマー、あるいはノボラック型エポキシ樹脂、ビスフェノール型エポ
キシ樹脂、脂肪族ビニルエーテル、芳香族ビニルエーテル等の分子中にカチオン重合性官
能基を有するオリゴマー等がある。
【００３４】
　また、電離放射線硬化性樹脂組成物に多官能シリコーンアクリレートプレポリマーを配
合することにより、耐汚染性、耐セロファンテープ性等が向上するので好ましい。
　多官能シリコーンアクリレートプレポリマーとしては、従来公知のものが使用でき、有
機基がアクリル基であって該有機基を複数（２官能以上）、好ましくは３つ以上を、より
好ましくは４つ以上を、更に好ましくは６つ有する変性シリコーンオイルであれば、特に
限定されない。また、変性シリコーンオイルの構造は、置換される有機基の結合位置によ
って、側鎖型、両末端型、片末端型、側鎖両末端型に大別されるが、有機基の結合位置に
は、特に制限はない。
　このような多官能シリコーンアクリレートプレポリマーとしては、電離放射線硬化性樹
脂との相溶性を高める観点より、分子量３，０００～１００，０００、より好ましくは１
０，０００～３０，０００、官能基当量（分子量／官能基数）７５０～２５，０００、よ
り好ましくは３，０００～６，０００の条件を有するものが用いられる。
　上記多官能シリコーンアクリレートプレポリマーの含有量は、透明性を維持する観点よ
り、電離放射線硬化性樹脂１００質量部に対して１～５質量部、より好ましくは１～２質
量部である。
【００３５】
　電離放射線硬化性樹脂組成物に微粒子シリカを含有させる場合は、多官能シリコーンア
クリレートプレポリマーは、表面保護層５において均一に分散する特徴を有するが、微粒
子シリカに吸着され、表面保護層の表層部に浮くので、本発明の防湿化粧シートの耐汚染
性、マジック消去性等が向上する。
　上記の微粒子シリカの粒子形状は、球、楕円体、多面体、鱗片形等が挙げられ、特に制
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限はないが、球状が好ましい。
【００３６】
　本発明において、重合性モノマーと重合性オリゴマーとを併用する場合では、重合性モ
ノマーと重合性オリゴマーの含有比率としては、（重合性モノマー：重合性オリゴマー）
＝（７０：３０）～（９５：５）（質量比）の範囲が好ましい。この範囲内であると耐汚
染性、表面状態が優れる。以上の観点から該含有比率は、（８５：１５）～（９５：５）
の範囲が更に好ましい。
【００３７】
　本発明においては、重合性モノマー及び／又は重合性オリゴマーと共に、その粘度を低
下させる等の目的で、単官能性（メタ）アクリレートを、本発明の目的を損なわない範囲
で適宜併用することができる。単官能性（メタ）アクリレートとしては、例えば、メチル
（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、プロピル（メタ）アクリレート、
ブチル（メタ）アクリレート、ペンチル（メタ）アクリレート、ヘキシル（メタ）アクリ
レート、シクロヘキシル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレー
ト、ラウリル（メタ）アクリレート、ステアリル（メタ）アクリレート、イソボルニル（
メタ）アクリレート等が挙げられる。これらの単官能性（メタ）アクリレートは１種を単
独で用いてもよいし、２種以上を組み合わせて用いてもよい。
【００３８】
　本発明に係る表面保護層５は上述のように熱硬化性樹脂組成物が架橋硬化したもので構
成されても良い。この熱硬化性樹脂組成物としては、２液反応硬化型樹脂又は単独硬化型
樹脂のいずれでも良く、具体的にはフェノール樹脂、尿素樹脂、ジアリルフタレート樹脂
、メラミン樹脂、グアナミン樹脂、不飽和ポリエステル系樹脂、ポリウレタン系樹脂、エ
ポキシ樹脂、アミノアルキッド樹脂、メラミン－尿素共縮合樹脂、珪素樹脂、ポリシロキ
サン樹脂等があり、これらに必要に応じて、架橋剤、重合開始剤等の硬化剤、重合促進剤
、溶剤、粘度調整剤、体質顔料等を添加したものが用いられる。上記硬化剤は、通常イソ
シアネートが不飽和ポリエステル系樹脂、ポリウレタン系樹脂に、アミンがエポキシ樹脂
に、メチルエチルケトンパーオキサイド等の過酸化物、アゾイソブチルニトリル等のラジ
カル開始剤が不飽和ポリエステル系樹脂等によく使用される。又、上記イソシアネートと
しては、２価以上の脂肪族イソシアネート又は芳香族イソシアネートを使用することが出
来るが、熱変色防止、耐候性等の点から脂肪族イソシアネートが望ましい。
【００３９】
　本発明に係る表面保護層５を形成する電離放射線硬化性樹脂組成物又は熱硬化性樹脂組
成物には、得られる硬化樹脂層の所望物性に応じて、各種添加剤を配合することができる
。この添加剤としては、例えば耐候性改善剤、重合禁止剤、架橋剤、赤外線吸収剤、帯電
防止剤、接着性向上剤、レベリング剤、チクソ性付与剤、カップリング剤、可塑剤、消泡
剤、充填剤、溶剤、着色剤、分散剤等が挙げられる。
【００４０】
　ここで、耐候性改善剤としては、紫外線吸収剤や光安定剤を用いることができる。紫外
線吸収剤は、無機系、有機系のいずれでもよく、無機系紫外線吸収剤としては、平均粒径
が５～１２０ｎｍ程度の二酸化チタン、酸化セリウム、酸化亜鉛等を好ましく用いること
ができる。また、有機系紫外線吸収剤としては、例えばベンゾトリアゾール系、具体的に
は、２－（２－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２－ヒド
ロキシ－３，５－ジ－ｔｅｒｔ－アミルフェニル）ベンゾトリアゾール、ポリエチレング
リコールの３－［３－（ベンゾトリアゾール－２－イル）－５－ｔｅｒｔ－ブチル－４－
ヒドロキシフェニル］プロピオン酸エステル等が挙げられる。一方、光安定剤としては、
例えばヒンダードアミン系、具体的には２－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒド
ロキシベンジル）－２'－ｎ－ブチルマロン酸ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチル
－４－ピペリジル）、ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）セバ
ケート、テトラキス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－１，２，３，
４－ブタンテトラカルボキシレート等が挙げられる。また、紫外線吸収剤や光安定剤とし
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て、分子内に（メタ）アクリロイル基等の重合性基を有する反応性の紫外線吸収剤や光安
定剤を用いることもできる。
【００４１】
　耐摩耗性向上剤としては、例えば無機物ではα－アルミナ、シリカ、カオリナイト、酸
化鉄、ダイヤモンド、炭化ケイ素等の球状粒子が挙げられる。粒子形状は、球、楕円体、
多面体、鱗片形等が挙げられ、特に制限はないが、球状が好ましい。有機物では架橋アク
リル樹脂、ポリカーボネート樹脂等の合成樹脂ビーズが挙げられる。粒径は、通常膜厚の
３０～２００％程度とする。これらの中でも球状のα－アルミナは、硬度が高く、耐摩耗
性の向上に対する効果が大きいこと、また、球状の粒子を比較的得やすい点で特に好まし
いものである。
　重合禁止剤としては、例えばハイドロキノン、ｐ－ベンゾキノン、ハイドロキノンモノ
メチルエーテル、ピロガロール、ｔ－ブチルカテコール等が、架橋剤としては、例えばポ
リイソシアネート化合物、エポキシ化合物、金属キレート化合物、アジリジン化合物、オ
キサゾリン化合物等が用いられる。
　充填剤としては、例えば硫酸バリウム、タルク、クレー、炭酸カルシウム、水酸化アル
ミニウム等が用いられる。
　着色剤としては、例えばキナクリドンレッド、イソインドリノンイエロー、フタロシア
ニンブルー、フタロシアニングリーン、酸化チタン、カーボンブラック等の公知の着色用
顔料等が用いられる。
　赤外線吸収剤としては、例えば、ジチオール系金属錯体、フタロシアニン系化合物、ジ
インモニウム化合物等が用いられる。
【００４２】
　また、電離放射線硬化性樹脂組成物として紫外線硬化性樹脂組成物を用いる場合には、
光重合開始剤を樹脂組成物１００質量部に対して、０．１～５質量部程度添加することが
望ましい。光重合開始剤としては、従来慣用されているものから適宜選択することができ
、特に限定されず、例えば、分子中にラジカル重合性不飽和基を有する重合性モノマーや
重合性オリゴマーに対しては、ベンゾイン、ベンゾインメチルエーテル、ベンゾインエチ
ルエーテル、ベンゾインイソプロピルエーテル、ベンゾイン－ｎ－ブチルエーテル、ベン
ゾインイソブチルエーテル、アセトフェノン、ジメチルアミノアセトフェノン、２，２－
ジメトキシ－２－フェニルアセトフェノン、２，２－ジエトキシ－２－フェニルアセトフ
ェノン、２－ヒドロキシ－２－メチル－１－フェニルプロパン－１－オン、１－ヒドロキ
シシクロヘキシルフェニルケトン、２－メチル－１－［４－（メチルチオ）フェニル］－
２－モルフォリノ－プロパン－１－オン、４－（２－ヒドロキシエトキシ）フェニル－２
（ヒドロキシ－２－プロピル）ケトン、ベンゾフェノン、ｐ－フェニルベンゾフェノン、
４，４’－ジエチルアミノベンゾフェノン、ジクロロベンゾフェノン、２－メチルアント
ラキノン、２－エチルアントラキノン、２－ターシャリーブチルアントラキノン、２－ア
ミノアントラキノン、２－メチルチオキサントン、２－エチルチオキサントン、２－クロ
ロチオキサントン、２，４－ジメチルチオキサントン、２，４－ジエチルチオキサントン
、ベンジルジメチルケタール、アセトフェノンジメチルケタール等が挙げられる。
　また、分子中にカチオン重合性官能基を有する重合性オリゴマー等に対しては、芳香族
スルホニウム塩、芳香族ジアゾニウム塩、芳香族ヨードニウム塩、メタロセン化合物、ベ
ンゾインスルホン酸エステル等が挙げられる。
　また、光増感剤としては、例えばｐ－ジメチル安息香酸エステル、第三級アミン類、チ
オール系増感剤等を用いることができる。
【００４３】
　本発明において、表面保護層５として電離放射線硬化性樹脂組成物を用いる場合は、前
記の電離放射線硬化成分である重合性モノマーや重合性オリゴマー及び各種添加剤を、そ
れぞれ所定の割合で均質に混合し、電離放射線硬化性樹脂組成物からなる塗工液を調製す
る。この塗工液の粘度は、後述の塗工方式により、基材の表面に未硬化樹脂層を形成し得
る粘度であればよく、特に制限はない。
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【００４４】
　本発明においては、表面保護層５を形成する電離放射線硬化性樹脂組成物又は熱硬化性
樹脂組成物として調製された塗工液を、防湿化粧シート１の印刷層４等の表面に、硬化後
の厚さが１～２０μｍになるように、グラビアコート、バーコート、ロールコート、リバ
ースロールコート、コンマコート等の公知の方式、好ましくはグラビアコートにより塗工
し、未硬化樹脂層を形成させる。硬化後の厚さが１μｍ以上であると所望の機能を有する
硬化樹脂層が得られる。硬化後の表面保護層の厚さは、好ましくは２～２０μｍ程度であ
る。
【００４５】
　本発明において、表面保護層５として電離放射線硬化性樹脂組成物を用いる場合は、こ
のようにして形成された未硬化樹脂層に、電子線、紫外線等の電離放射線を照射して該未
硬化樹脂層を硬化させる。ここで、電離放射線として電子線を用いる場合、電子線の加速
電圧については、用いる樹脂や層の厚みに応じて適宜選定される。電子線の加速電圧が高
いほど透過能力が増加するため、紙質系基材等の電子線による劣化を考慮して、電子線の
透過深さと樹脂層の厚みが実質的に等しくなるように、加速電圧を選定することにより、
基材へ余分な電子線が照射されるのを抑制することができ、過剰電子線による基材の劣化
を最小限にとどめることができる。具体的には、加速電圧３０～３００ｋＶの範囲で選定
される。
【００４６】
　なお、電子線の照射においては、加速電圧が高いほど透過能力が増加するため、基材と
して電子線により劣化する基材を使用する場合には、電子線の透過深さと樹脂層の厚みが
実質的に等しくなるように、加速電圧を選定することにより、基材への余分の電子線の照
射を抑制することができ、過剰電子線による基材の劣化を最小限にとどめることができる
。
　また、照射線量に関しては、樹脂層の架橋密度が飽和する量が好ましく、通常５～３０
０ｋＧｙ、好ましくは１０～１００ｋＧｙ、更に好ましくは３０～７０ｋＧｙの範囲で選
定される。
【００４７】
　電子線源としては、特に制限はなく、例えばコックロフトワルトン型、バンデグラフト
型、共振変圧器型、絶縁コア変圧器型、あるいは直線型、ダイナミトロン型、高周波型等
の各種電子線加速器を用いることができる。
　また、電離放射線として紫外線を用いる場合には、波長１９０～３８０ｎｍの紫外線を
含むものを放射する。紫外線源としては特に制限はなく、例えば高圧水銀燈、低圧水銀燈
、メタルハライドランプ、カーボンアーク燈等が用いられる。
　本発明において、表面保護層５として熱硬化性樹脂組成物を用いる場合は、上記のよう
に形成された未硬化樹脂層を、４０～１００℃にて加熱圧着することが好ましい。
【００４８】
　上述のようにして、形成された表面保護層５には、各種の添加剤を添加して各種の機能
、例えば、高硬度で耐擦傷性を有する、いわゆる防曇コート機能、防眩コート機能、反射
防止コート機能、紫外線遮蔽コート機能、赤外線遮蔽コート機能等を付与することもでき
る。
【００４９】
［絵柄インキ層］
　本発明においては、所望により、印刷層４と表面保護層５との間に絵柄インキ層を積層
しても良い。
　絵柄インキ層は防湿化粧シート１に装飾性を与えるものであり、種々の模様をインキと
印刷機を使用して印刷することにより形成される。模様としては、木目模様、大理石模様
（例えばトラバーチン大理石模様）等の岩石の表面を模した石目模様、竹目模様、布目や
布状の模様を模した布地模様、タイル貼模様、煉瓦積模様等があり、これらを複合した寄
木、パッチワーク等の模様もある。これらの模様は通常の黄色、赤色、青色、及び黒色の
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プロセスカラーによる多色印刷によって形成される他、模様を構成する個々の色の版を用
意して行う特色による多色印刷等によっても形成される。
　絵柄インキ層に用いる絵柄インキとしては、上述の着色インキと同様に、バインダーに
顔料、染料等の着色剤、体質顔料、溶剤、安定剤、可塑剤、触媒、硬化剤等を適宜混合し
たものが使用される。バインダー及び着色剤としては特に制限はなく、着色インキと同様
のものが用いられる。
【００５０】
［プライマー層］
　防湿コート層３と表面保護層５との接着を高めるプライマー層としての役割を印刷層４
が兼ね備えることが好ましいが、印刷層４又は絵柄インキ層と表面保護層５との接着、あ
るいは防湿コート層３と印刷層４との接着を高めるため、必要に応じそれらの層間にプラ
イマー層を積層しても良い。プライマー層としては、通常、ポリウレタン系樹脂、ポリエ
ステル系樹脂、ポリアミド系樹脂、ブチラール等の樹脂が用いられるが、本発明の防湿化
粧シート１においては、プライマー層としてアクリル系の樹脂を用いることが好ましい。
アクリル系樹脂を用いることで、耐油性が更に向上する。
　アクリル系樹脂としては、前述のものと同様のものを使用することができる。
　なお、印刷層４又はプライマー層は、表面保護層５を構成する電離放射線硬化性樹脂又
は熱硬化性樹脂組成物が、原紙２中に浸透することを抑制する機能をも併せ持つものであ
る。
【００５１】
　本発明の防湿化粧シート１は、各種基板に貼着して化粧板として使用することができる
。被着体となる基板は、特に限定されず、木材等の木質系の板、窯業系素材、プラスチッ
クシート、金属板等を用途に応じて適宜選択することができる。これらの基板、特にプラ
スチックシートを基板として用いる場合には、化粧材との密着性を向上させるために、所
望により、片面又は両面に酸化法や凹凸化法等の物理的又は化学的表面処理を施すことが
できる。
　上記酸化法としては、例えばコロナ放電処理、クロム酸化処理、火炎処理、熱風処理、
オゾン・紫外線処理法等が挙げられ、凹凸化法としては、例えばサンドブラスト法、溶剤
処理法等が挙げられる。これらの表面処理は、基板の種類に応じて適宜選択されるが、一
般にはコロナ放電処理法が効果及び操作性等の面から好ましく用いられる。
　また被着体となる該基板はプライマー層を形成する等の処理を施しても良い。
【００５２】
　木質系の板としては、杉、檜、欅、松、ラワン、チーク、メラピー等各種素材の突板、
木材単板、木材合板、パーティクルボード、中密度繊維板（ＭＤＦ）等の木質材等が挙げ
られる。これらは単独で、又は積層して用いることもできる。なお、木質系の板には、木
質板に限らず、紙粉入りのプラスチック板や、補強され強度を有する紙類も包含される。
　窯業系素材としては、石膏板、珪酸カルシウム板、木片セメント板等の窯業系建材、陶
磁器、ガラス、琺瑯、焼成タイル、火山灰を主原料とした板等が例示される。
　これらの他、繊維強化プラスチック（ＦＲＰ）の板、ペーパーハニカムの両面に鉄板を
貼ったもの、２枚のアルミニウム板でポリエチレン樹脂を挟んだもの等、各種の素材の複
合体も基板として使用できる。
【００５３】
　プラスチックシートとしては、各種の合成樹脂からなるものが挙げられる。合成樹脂と
しては、ポリエチレン樹脂、ポリプロピレン樹脂、ポリメチルペンテン樹脂、ポリ塩化ビ
ニル樹脂、ポリ塩化ビニリデン樹脂、ポリビニルアルコール樹脂、塩化ビニル－酢酸ビニ
ル共重合樹脂、エチレン－酢酸ビニル共重合樹脂、エチレン－ビニルアルコール共重合樹
脂、ポリエチレンテレフタレート樹脂、ポリブチレンテレフタレート樹脂、ポリエチレン
ナフタレート－イソフタレート共重合樹脂、ポリメタクリル酸メチル樹脂、ポリメタクリ
ル酸エチル樹脂、ポリアクリル酸ブチル樹脂、ナイロン６又はナイロン６６等で代表され
るポリアミド樹脂、三酢酸セルロース樹脂、セロファン、ポリスチレン樹脂、ポリカーボ
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ネート樹脂、ポリアリレート樹脂、又はポリイミド樹脂等が挙げられる。
　金属板としては、例えばアルミニウム、鉄、ステンレス鋼、又は銅等からなるものを用
いることができ、またこれらの金属をめっき等によって施したものを使用することもでき
る。
【００５４】
　本発明の防湿化粧シートの基板上への貼着は、通常、本発明の防湿化粧シートの裏面に
接着剤層を形成し、基板を貼着するか基板の上に接着剤を塗布し、防湿化粧シートを貼着
する等の方法による。接着剤はスプレー、スプレッダー、バーコーター等の塗布装置を用
いて塗布する。この接着剤には、酢酸ビニル樹脂系、ユリア樹脂系、メラミン樹脂系、フ
ェノール樹脂系、イソシアネート系等の接着剤を、単独であるいは任意混合した混合型接
着剤として用いられる。
【００５５】
　本発明の防湿化粧シートの透湿度は、５０ｇ／ｍ2・２４時間（４０℃、９０％ＲＨ）
以下であることが望ましい。透湿度が５０ｇ／ｍ2・２４時間を超えると、防湿効果が十
分でない。
【実施例】
【００５６】
　次に、本発明を実施例により、更に詳細に説明するが、本発明は、この例によってなん
ら限定されるものではない。
（評価方法）
　各実施例及び比較例において、透湿度、温水浸漬剥離性、鉛筆硬度及び耐油性を以下の
方法で評価した。
（１）透湿度
　ＪＩＳ　Ｚ０２０８（カップ法による測定）に準拠し、４０℃、９０％ＲＨの条件下で
透湿度を測定して、評価した。なお、透湿度の単位は、ｇ／ｍ2・２４時間である。各実
施例及び比較例において、原紙単体、原紙＋防湿コート層、及び防湿化粧シートにつき評
価した。
（２）浸漬剥離性
　ＪＡＳ　２類　浸漬剥離試験に準拠し、試験片を７０±３℃の温水中に２時間浸漬した
後、６０±３℃で３時間乾燥した後測定し、剥離の有無を評価した。
（３）鉛筆硬度
　ＪＩＳ　Ｋ５４００　鉛筆引っ掻き試験に準拠し、１ｋｇ荷重にて測定した。鉛筆硬度
が高い程、凹みにくく耐傷つき性が良好である。
（４）耐油性
　ろ紙にサラダ油を十分に染み込ませ、そのろ紙を実施例及び比較例で得られた防湿化粧
シートの表面に置き、２４時間、室温で放置した。次いで、ろ紙を取り除き、防湿化粧シ
ート表面に残存するアルコール分を中性洗剤で除去後、目視にて観察した（ろ紙法）。ま
た、サラダ油を直接滴下して２４時間、室温で放置した場合についても同様に観察した（
直接滴下法）。判定基準を以下のようにしてろ紙法の場合と直接滴下法の場合とを総合評
価した。
　○：汚染物の残存は全くない
　△：汚染物の残存はあるものの軽微なもので実用上特に問題がない
　×：汚染物がスポットで残存し、実用上問題となる
【００５７】
実施例１
　原紙として、坪量３０ｇ／ｍ2の一般紙を使用し、その一方の面に、水５０質量部、ス
チレン－ブタジエン系共重合体ラテックス（ラテックス固形分５０質量％；スチレン／ブ
タジエン／メタクリル酸（質量比）＝３４／４７／１９；Ｎａイオンとして０．２質量％
；アンモニウムイオンとして０．４質量％；ゲル分率９３質量％；ガラス転移点（Ｔｇ）
２１℃）１００質量部及びマイカ（湿式粉砕雲母粉；商品名「Ａ－２１」、山口雲母工業
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所（株）製；平均粒子径２２μｍ、平均アスペクト比７０）６質量部からなる防湿剤をバ
ーコ－ト法で乾燥時の塗布量が３．６ｇ／ｍ2になるようにコ－ティングし、防湿コート
層を形成した。
　次に、形成された防湿コート層の上に、アクリル樹脂と硝化綿をバインダーとし、チタ
ン白、弁柄、黄鉛を着色剤とする着色インキを用いて、塗工量２０ｇ／ｍ2の全面ベタ層
をグラビア印刷にて施して印刷層とした。
　次いで、この印刷層の上に、３官能アクリレートモノマーであるエチレンオキサイド変
性トリメチロールプロパントリアクリレートを６０質量部と６官能アクリレートモノマー
であるジペンタエリスリトールヘキサアクリレートを４０質量部、シリコーンアクリレー
トプレポリマー２質量部及び平均粒子径５．０μｍのシリカ粒子１０質量部とからなる電
離放射線硬化性樹脂組成物を、塗工量５ｇ／ｍ2でグラビアオフセットコータ法により塗
工した。塗工後、加速電圧１５０ｋＶ、照射線量３０ｋＧｙ（３Ｍｒａｄ）の電子線を照
射して、電離放射線硬化性樹脂組成物を硬化させて、表面保護層とした。次いで、７０℃
で２４時間の養生を行い、図１に示す層構成である実施例１の防湿化粧シートを得た。こ
の防湿化粧シートについて上記評価を行った結果を表１に示す。
【００５８】
実施例２
　防湿剤の乾燥時の塗布量を６．２ｇ／ｍ2に変更した以外は、実施例１と同様にして、
実施例２の防湿化粧シートを得た。この防湿化粧シートについて上記評価を行った結果を
表１に示す。
実施例３
　防湿剤の乾燥時の塗布量を１２．４ｇ／ｍ2に変更した以外は、実施例１と同様にして
、実施例３の防湿化粧シートを得た。この防湿化粧シートについて上記評価を行った結果
を表１に示す。
【００５９】
比較例１
　原紙として、坪量３０ｇ／ｍ2の一般紙を使用し、その一方の面に、実施例１と同じ防
湿剤をグラビアロ－ルコ－ト法で乾燥時の塗布量が１２．４ｇ／ｍ2になるようにコ－テ
ィングし、防湿コート層を形成した。
　次に、原紙の、防湿コート層を形成した面とは反対側の面に、実施例１と同じ着色イン
キを用いて、塗工量２０ｇ／ｍ2の全面ベタ層をグラビア印刷にて施して印刷層とした。
　次いで、この印刷層の上に、実施例１と同じ電離放射線硬化性樹脂組成物を、塗工量５
ｇ／ｍ2でグラビアオフセットコータ法により塗工した。塗工後、加速電圧１５０ｋＶ、
照射線量３０ｋＧｙ（３Ｍｒａｄ）の電子線を照射して、電離放射線硬化性樹脂組成物を
硬化させて、表面保護層とした。次いで、７０℃で２４時間の養生を行い、図２に示す層
構成である比較例１の防湿化粧シートを得た。この防湿化粧シートについて上記評価を行
った結果を表１に示す。
比較例２
　防湿コート層を形成しなかったこと以外は、比較例１と同様にして、図３に示す層構成
である比較例２の防湿化粧シートを得た。この防湿化粧シートについて上記評価を行った
結果を表１に示す。
【００６０】
比較例３
　２枚の紙間強化紙（坪量２３ｇ／ｍ2及び坪量３０ｇ／ｍ2）の一方がチルロール（冷却
ロール）側から供給されるようにしてＴダイ押出機から加熱溶融した高密度ポリエチレン
を４０μｍ厚さとなるように押し出して、上記の２枚の紙間強化紙を、高密度ポリエチレ
ンを介して貼合して、図４に示すポリエチレン樹脂層６を有する積層体原紙を作製した。
この積層体原紙の一方の面（２' 側：坪量３０ｇ／ｍ2）に、実施例１と同じ着色インキ
を用いて、塗工量２０ｇ／ｍ2の全面ベタ層をグラビア印刷にて施して印刷層とした。
　次いで、この印刷層の上に、実施例１と同じ電離放射線硬化性樹脂組成物を、塗工量５
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ｇ／ｍ2でグラビアオフセットコータ法により塗工した。塗工後、加速電圧１５０ｋＶ、
照射線量３０ｋＧｙ（３Ｍｒａｄ）の電子線を照射して、電離放射線硬化性樹脂組成物を
硬化させて、表面保護層とした。次いで、７０℃で２４時間の養生を行い、図４に示す層
構成である比較例３の防湿化粧シートを得た。この防湿化粧シートについて上記評価を行
った結果を表１に示す。
【００６１】
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【表１】

【００６２】
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　表１から明らかなように、実施例１～３の防湿化粧シートは、比較例１～３の防湿化粧
シートと比較して、高い防湿性を有すると共に、硬さが十分で凹みにくく、且つ木質基材
等の基材との密着性や耐油性に優れていた。
【産業上の利用可能性】
【００６３】
　本発明の防湿化粧シートは、ドア、扉、手すり、幅木、廻り縁、モール、窓枠等の建具
の表面化粧板、キッチン、家具又は弱電、ＯＡ機器等のキャビネットの表面化粧板、天井
、床、壁等の建築物の内装又は外装材、車両の内装又は外装等に好適に使用される。
【図面の簡単な説明】
【００６４】
【図１】本発明の防湿化粧シートの断面を示す模式図である。
【図２】比較例１の防湿化粧シートの断面を示す模式図である。
【図３】比較例２の防湿化粧シートの断面を示す模式図である。
【図４】比較例３の防湿化粧シートの断面を示す模式図である。
【符号の説明】
【００６５】
　１．防湿化粧シート
　２、２' ．原紙
　３．防湿コート層
　４．印刷層
　５．表面保護層
　６．ポリエチレン樹脂層

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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